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1. はじめに 
現在、非接触式 IC カードにより様々なサービスが提供されている。交通機関においては非接触式 IC

カード型乗車券が実用化されており、首都圏を中心に利用されている。また、電子マネー等の分野にお

いても、非接触式 IC カードが採用されている。さらに、携帯電話の機能の一部としても非接触式 IC カ

ード機能を有するものがあり、人々の生活の中で欠かせないものとなりつつある。 

近年、本学の学生証や職員証も非接触式 IC カードタイプのものが採用された。そのため本学情報工

学部技術部によって、非接触式 IC カードである学生証や職員証を用いたカード式電子錠認証システム

が開発され、これまで利用されていたシリンダー錠に代わり、そのシステムが運用されている。今後は、

本学全体においても、この非接触式 IC カード機能を積極的に活用したサービスが広く展開される事が

容易に想像できる。 

そこで、我々は学生証や職員証に採用された非接触式 IC カードを用いた認証システムの新規提案の

ためのグループ研修を行っている。今回、電子錠システムのデモ機を試作したので報告する。 

2. 電子錠システムの構成 
 

今回試作したシステムは、図 1 に示すよ

うに、非接触式 IC カード読み取り部、マイ

コンによる端末部、及びサーバ部で構成さ

れている。非接触式 IC カード読み取り部は、

学生証や職員証で採用された Felica 方式を

サポートするモジュールを使用しており、

非接触で取得した IC カード情報を端末部

に伝送する。マイコンによる端末部は、読

み込まれた IC カード情報の認証作業、電気

錠の開閉及びセンシング、及びサーバ部と

の通信を行う。端末部は情報工学部で運用されている端末と同じものを使用している。この端末は、電

子錠認証システムの端末以外にも、学生の講義出席管理システムや学内の電力測定システムにも使用さ

れている[1, 2]。サーバ部は、個々の端末部を管理・監視する。今回はサーバ部と端末部及びカード読み

取り部 1 台ずつで構成されるデモ機を試作した。 

3. 研修での取り組み 
3.1 サーバ部の開発 



図 2 サーバ部の構成 
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図 3 端末部の構成 

サーバ部は、PHP スクリプトで構築し

た Web ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 及 び

RDBMS(Relational Database Management 

System)である MySQL により構成されて

いる。図 2 にサーバ部の構成を示す。PHP

は Version5.2.5、MySQL は Version 5.0.51

という環境で開発を行った。本 Web アプ

リケーションはRubyスクリプトでも構築

する。PHP スクリプトで構築したものと、

実行速度等の比較検討を行う。現在、情

報工学部にて運用されているサーバは既

製のソフトウェアを使用して構築されて

いる。本報告で提案する Web アプリケー

ション化を行う事で、コスト面、及び汎

用性という面で改善が期待できる。 

現在までに実装した機能は、各端末に接続された電気錠の解施錠操作、電気錠の状態(ドアの開閉、

鍵のロック、アンロック)の取得、ユーザ認証作業のログ情報の取得、及び時刻同期機能である。 

3.2 端末部の開発 

前章で述べた既存の端末は、サ

ーバからのコマンドに対して応

答する形を取っていた。開発中の

端末では、電気錠の動作状態・異

常信号についても積極的にサー

バと情報交換を行うことについ

ても検討する。また既存の端末は、

汎用性を持たせるために比較的

大規模な構成となっているが、開

発中の端末に関しては、小型化・低コストを考慮し、電子錠システムに照準を合わせた構成とした。

構成を図３に示す。 

4. まとめ 
サーバ部と端末部及びカード読み取り部で構成される、新規の電子錠システムのデモ機を試作した。

今後は、製作したデモ機を用いて、新機能の評価及び新規提案システムの試行等を行う予定である。 
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